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1. まえがき 

 都市部の幹線道路などでは，車両走行に伴う交通振動の軽減が課題となる場合がある．この交通振動軽減

対策としては，路面の平たん化や舗装構造の強化（路床改良や路盤強化など）等を図ることが有効とされて

いる 1)．しかし，このうち構造強化による方法は，厚層の打換えを伴うため工期を長く要しその間工事渋滞

を招くなどの問題がある．このため，より短期間で改善可能な表基層対応の振動軽減型舗装が望まれている． 

 そこで，表基層部に振動減衰性能の大きな舗装材料を使用することで交通振動を軽減するような舗装技術

を提案することとし，当該技術に適した舗装材料を検討するために，室内試験より各種アスファルト混合物

の振動減衰特性を損失係数などで評価した．本報文は，これらの室内試験結果を報告するものである． 

2. 実験概要 

 実験は，混合物の種類やアスファルト，空隙率などの違いとゴムチップやシ－トの振動軽減効果の有無を

みるために，表-1 に示す計 23 種の混合物に対して行った．実験では，幅 10cm，厚さ 5cm，長さ 50cm の大

きさの供試体を使用し，まず密粒(13)A と開粒(20)B

の混合物に対して，JIS の制振鋼板の試験法 2)を参考

に，図-1 の(a)に示すような吊り下げ方式による方法

で損失係数の測定を行った．ただし，この方法では，

供試体の自重の影響により，吊り下げ位置で供試体

が破断する場合が時折みられた．このため，その他

の混合物に対しては，図-1 の(b)に示すように，機械

構造物を対象とした実験等で用いられているタイヤ

チュ－ブの上に供試体を載せて行う自由支持方式 3)

による方法で測定を行った．試験では，いずれの場

合も，同図に示すような位置で供試体を加振器によ

り加振して周波数応答関数を測定し，その結果から

固有振動数における損失係数を半値幅法 2)や曲線適

合 4)により算出した．また，測定された各混合物と

ストレ－トアスファルトを使用した密粒(13)A のそ

れぞれの損失係数η，η0 を用いて，密粒(13)A に対

する振動低減量ΔL（dB）を，制振材料における振

動低減量の評価式 5)を利用して式(1)より推定した． 
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表-1  実験で検討したアスファルト混合物 

図-1 試験に用いた供試体と測定方法 
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（注）①ゴムチップはアスファルトと付着性の良い5mm以下のサイズのものを使用

　　　②シ－トは市販されている厚さ5mm以下のものを使用(*印のものは舗装用製品）
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3. 実験結果および考察 

 各種混合物における損失係数と振動低減量の推定

結果を図-2 に示す．同図をみると，混合物種では，

開粒度混合物が他のものより大きな値を示している．

なかでも空隙率 20%の開粒(20)A は損失係数で最も

大きな値を示しており，密粒(13)A に対する振動低

減量は 2.9dB と推定される．このように，混合物と

しては，開粒度混合物が高い振動減衰性能を有して

いるといえる．なお，当該混合物では，骨材最大粒

径が同じであれば，空隙率の小さい方が損失係数な

どは大きくなる傾向にあり，骨材最大粒径の違いは

明確にみられない結果となっている．また，密粒(13)

では，損失係数は高粘度改質アスファルトの方がス

トレ－トアスファルトの場合より大きな値を示して

いる．このことから，アスファルトとしては，高粘

度改質アスファルトを使用した方が大きな振動軽減

効果が得られるものと判断される． 

 ゴムチップ入りとシ－ト敷設の混合物における同

様な測定結果を図-3 と図-4 に示す．ゴムチップ入り

混合物は弾力性付与による振動軽減効果を期待した

ものであるが，図-3 をみると，どちらの混合物の場

合でも，ゴムチップを混入すると損失係数は逆に小

さくなっている．これは，ゴムチップの影響により，

混合物の加振による変形が大きくなり，これにより

振動が伝搬しやすくなったためと推測される． 

一方，図-4 をみると，シ－ト敷設混合物では，ゴ

ム系や高強度系 A のシ－トの場合，損失係数や推定

振動低減量はシ－トなしのものより大きな値となっ

ている．とりわけ舗装用製品である高強度系シ－ト

A（ジオテキスタイル）は，使用しないものより 0.6dB

程度振動を軽減するような働きをしている．これは，

当該シ－トの剛性増加による効果であると推測され

る．このことから，当該シ－トは振動軽減を図るのに有効な舗装材料と期待される．なお，ゴム系シ－トは，

舗装への適用を想定した場合，品質として耐熱性や付着性の確保などに問題がみられるものであった． 

4. あとがき 

 本検討は，独立行政法人土木研究所との共同研究「交通振動の軽減のための舗装技術の開発」の一環とし

て実施したものである．本検討より，混合物の振動減衰特性からみて，表基層対応の振動軽減型舗装材とし

て，開粒度混合物や高粘度改質アスファルトと高強度系舗装用シ－ト等が有効であることが確認できた．今

後は，配合の詳細やより制振性の高いシ－トの検討と走行載荷試験での効果確認等を行っていく予定である． 
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図-2 各種混合物における測定結果 

図-3 ゴムチップ入り混合物における測定結果

図-4 シ－ト敷設混合物における測定結果 
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